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名
馨
教
授
久

保
岩
大
部
署
作
目
鐘

(

ご
㌦

鮎
顎
窮
臥
に

既
納

謂
㈹

細
微

顎
如

㌶
㌍
㌍

帖

詣
謂
｡

)

大

正
■

五

年
(

一

九
二

六

年
)

隔
地

的
法
律
行
為
の

準
接
法
に

裁
て

(

『

商
学
評
論
』

第
五

奄
第
一

既
､

六

月
)

物
の

所
在
地
の

欒
更
と

物
樺
の

準
接
法
(

『

商
学
評

論
』

第
五

巻
第
三

既
､

一

二

月
)

昭

和
〓

年
(

一

九
二

七

年
)

物
の

所
在
地
の

攣
更
と

物
権
の

準
接
法
各
論
(

『

商
学
評
論
』

第
六

名
第
二

競
､

九
月
)

昭

和
四

年
(

一

九
二

九
年
)

失
踪
宣
告
の

準
壕
法
(
『

商

学
評
論
』

第
七

奄
第
四

競
､

三

月
)

婚
姻
成
立
の

準
接
法
に

就
て

(

『

商
畢
評
論
』

第
八

巻
第
二

競
､

九
月
)

ダ
イ

シ

ー

氏
の

英
国
国
際
私
法
準
則
(

資
料
)

(

『
一

両

畢
評
論
』

第
八

葛
第
三

競
､

一

二

月
)

昭

和
五

年
(

一

九
三

〇
年
)

物
橙
の

準
擾
法
と

し

て

の

所
在
地

法
の

適
用
範
囲
を

論
ず
(
『

商
撃
評
論
』

第
九
奄
第
二

競
､

九
月
)

動
産
の

所
在
地

欒
更
と

物
権
の

準
接
法
序
説
(

『

国
民
経
済
雑
誌
』

第
四

九
巷
第
六

競
､

一

二

月
)

/

唱

和
大

串
. (

一

九
三
一

年
)

■
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一 橋論叢 第四 十 三 巷 第 一 競 ( 1 1 8)

､
不

法
行
鵠
の

準
墟
法
を

論
ず
(
『

粛
撃
評
論
』

第
九
巷
第
四

境
､

三

月
)

′

間
際
私
法
七

於
け

る

法
律
関
係
の

性
質
決
定
に

関

す
る

論
争
H
･

H
(

『

国
際
法
外
交
雑
誌
』

第
三

〇
奄
第
八

競
･

第
三

〇
奄
第
九

競
､

一

〇
月
･

一

一

月
)

債
権
契
約
の

準
蝮
法
を

論
ず
(

『
一

両

畢
評
論
』

第
一

〇
巷
第
二
･

三

競
､

一

一

月
)

昭

和

七

年
(

一

九
三

二

年
)

債
権
の

譲
渡
並

に

滑
滅
の

準
櫨
法
H
･

H
(

『

商
畢
評
論
』

第
一

〇
巷
第
四

境
･

第
一

一

巻
第
一

親
､

三

月
･

六

月
)

渉
外
法
律
行
為
方

式
論
(

『

国
際
法
外
交
難
詰
』

■
第
三
一

巻
第
七

競
､

九
月
)

渉
外
樺
利
能
力
論
(

『

商
学
評
論
』

第
一

一

巻
第
三

既
､

一

二

月
)

昭

和
八

年
(

一

九
二

三

年
)

渉
外
禁
治
産
論
(

『

山
口

商
撃
』

第
一

二

親
､

一

月
)

法
性
決
定
の

隣
接
問
題
並
に

国
際
私
法
と

外
人

法
と
の

関
係
(

『

商
学
評
論
』

第
一

一

巻

第
四

蟹
､

三

月
)

渉
外
法
律
行
為
論
序
説
(

『

商
学
評
論
』

第
一

二

巻
第
一

競
､

六

月
)

渉
外
行
為
能
力
論
H
･

日
(

『

国
際
法
外

交
雑
誌
』

第
三
二

名
第
六

兢
･

第
三
二

名
第
七

競
､

七

月
･

九
月
)

国
際
私
法
に

関
す
る

私
案
と

立

法

例
(

ヮ

ル

カ

ー

私
案
､

チ
ェ

ッ

コ

ス

ロ

バ

キ

ア

法
案
､

波
蘭
法
卜
詩
文
)

(

『

商
学
評
論
』

第
一

二

巻

第
三

既
､

一

二

月
)

昭

和
九

年
(

一

九
三

四

年
)

再
び

法

律
関
係
の

性

質
決
定
に

就
て

(

『

国
際
法
外

交
雑
誌
』

第
三

三

零
第
六

競
､

七

月
)

昭

和
一

〇

年

(

一

九
三

五

年
)

国
際
私
法

論
(

三

省
堂
､

四

月
)
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臣`

-

-

二董
=

蓋芸墓董
､

五

月
･

九
月
)

(
『

商
撃
論
究
』

第
五

競
､

六

月
)

四

既
･

第
三

六

名
第
六

競
･

第
三

六

･

第
三

九

奄

第
六

親
､

二

月
･
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喜
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払
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遣 定
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別 法

雪雲嚢室.妻貰毒毒裏芸
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1

加
一

⊥

○

競
､

二
一

月
)

読
､

八

月
)

二

月
)

同
二

九

年
五

月

-
改

訂
)

)

月
)



名 音数授久廃岩太郎著作 目線

昭

和
二

田

年
(

一

九
四

九

年
)

国

際
私
法

H
(

慶
應
義
塾
大
草
通
信
教
育
教
材
)

(

庵
原
通
信
団

嘗
､

二

月
)

(

三
二

年
八

月
-
改
訂
)

国
際
私
汝
(

学
界
展
望
)

(

『

私
法
』

第
一

競
､

五

月
)

終
戦
後
の

特
殊
渉
外
身
分
関
係
(

資
料
紹
介
)

(

『

一

橋
論
叢
』

第
二

二

巷
第
四

戟
､

一

〇
月
)

昭

和
こ

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

国
際
私
法
上
に

於
け

る

婚
姻
の

身
分
約
数
力
(

『

法
学
新
報
』

第
五

七

奄
第
二

兢
､

二

月
)

註
梓
民

法
=

夫

婦
財
産
制
(

民

法
第
七

五
五

條
乃

至
第
七

六

〇
傑
)

(

中
川
善
之
助
編
･

(

註
繹

親
族
法
)

(

上
)

有
斐
閻
､

三

月
)

国
際
私
法

臼
(

慶
應
義
塾
大

学
通
信

教
育
教
材
)

(

慶
應
通
信
国

書
､

四

月
)

(

三

三

年
二

月
-
改
訂
)

国
際
私
法
上
に

於
け

る

夫

婦
財
産
契
約
(

『

一

橋
論
叢
』

第
二

四

奄
第
四

競
､

一

〇
月
)

ラ
ー

ベ

ル

氏
の

国
際
私
法
の

構
造

-
殊
に

法
律
関
係
の

性
質
決
定
を

中
心

と

し
て

(

『

法
学
新
報
』

第
五

七

奄
第
一

〇
兢
､

一

〇
月
)

一

橋
法
学
の

七

十
五

年
(

座
談
合
)

(

『

一

橋
論
叢
』

第
二

四

番
第
四

競
､

一

〇
月
)

国

際
私
法
上
に

於
け
る

相
績
人
の

不

存
在
(

『

法
学
研
究
』

第
二

三

省
第
一

一

読
､

一

一

月
)

昭

和
二

大

年
(

一

九
五
一

年
)

国
際
親
子

法
上
に

於
け
る

法
律
欒
更
(

『

法
学
新
報
』

第
五

八

奄
第
四

親
､

四

月
)

法
例
の

改
正

(

草
食
報
告
)

(

『

私
法
』

■
第
五

競
､

二
月
)

(

こ

の

表

題

は

誤
っ

て

『

国
籍
法
』

と

印

刷
さ
れ

て

い

る
｡

)

昭

和
二

七

年
(

一

九
五
二

年
)

国
際
私
迭
上
に

於
け
る

相
模
契
約
(

『

一

橋
論
叢
』

第
二

七

奄
第
三

既
､

三

月
)

先
決
問
題
に

つ

い

て

(

一

橋
大
畢
法
学
合
編
･

(

現
在
法
畢
の

諸
問
題
)

勤
草
書
房
､

四

月
)

L

包

墟
港

-
･

簡
喪
規

則
の

衝
嘆

同
魔
の
一

側
面

(

『

図
像
法
外
交
難
誌
』

.
第
五

｢

巷

第
四

鎗
､

√
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の

ち
､

こ

れ

は

国
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食
編

(

沖

縄
の

地

位
)

閣
､

一

〇
月
)
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授敏

国
際
私
法
の

基
本
問
題
(

『

法
単
セ

ミ

ナ

ー
』

第
一

巷
第
四

競
､

七

月
)

昭

和
三

〓

年
(

一

九
五

七

年
)

日

米
国
際
婚
姻
の

先

例
鮎
措
(

『

家
裁
月

報
』

第
九

巷
第
一

競
､

一

月
)

日

米
国
際
離
婚
の

先
例
鮎
描
H
･

H
(

『

家
裁
月

報
』

第
九
奄
第
二

競
･

第
九

巷
第
三

読
､

二

月
･

三

月
)

日

米
国
際
婚
姻
及
び

離
婚
の

先
例
鮎
描
(

一

橋
大
学
研
究
年
報
(

法
学
研
究
)

復
刊
第
一

競
､

三

月
)

昭

和
三

三

年
(

一

九
五

八

年
)

外
国
人

間
の

離
婚

訴
訟
の

裁
判
管
轄
権
(

判
例
批
評
)

(

『

ジ

ュ

リ

ス

ト
』

一

六
一

読
､

九
月
)

(

海
老
澤
美
虞
と

共
同

執
筆
)

昭

和
三

四

年
(

一

九
五

九
年
)

日

米
国
際
嫡
出
親
子
間
題
の

先
例
鮎
描
(

小

池

隆
一

博
士
還
暦
記
念
論
文
集
(

比

較
法
と

私
法
の

諸
問
題
)

､

六

月
)

隔
地

的
法
律
行
為
の

方
法
準
接
法
(

｢

青
山
法
学
論
集
+

第
一

奄
第
一

･

二

訳
､

一

一

月
)

.

右
､

名

著

教
授
久

保

岩

大

部

略
歴

及
び

著
作
目

録
は
､

昭

和
三

四

年
一

二

月
一

日

を

以

て

基

準

と

す

る
｡

な
お
､

よ

り

詳
細

な

年
譜
･

業

績
に

つ

い

て

は
､

一

橋
大

学

法

学
部

長

大

平

善

梧
教
授
を

中

心
に

計

歪

さ

れ
､

近

日

中
に

出

版

濠
定
の
､

久

保

博
士

退

官
記

念
論

文

集
｢

国
際
私

法
の

基

本

問

題
+

(

仮
構
)

を

参
照
の

こ

と
｡

.
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